
うれしい 語義番号 #01

コード 0250100

表記 うれしい,[嬉(うれ)しい]

語幹 uresi

語尾 -い

派生名詞 -さ

派生形容動詞 -げ,-そう

派生動詞 -がる,-すぎる

複合語 心うれしい,うれし~[うれし泣き､うれし涙]

類義語 愉快だ/な,楽しい

意味分類１ 感情

意味分類２ 心理;悲喜

段階性 有

評価 /

快不快 +

意味記述 (私は)喜びを感じて､にこにこしたくなるような気持ちである｡

連体用法 N1

制限用法１ 人|たより

制限用法２ 気持ち

連用用法 -くなる

連用動詞 /

慣用 うれしい悲鳴を上げる｡飛び上がるほどうれしい｡涙が出るほどうれしい｡

統語情報

コード 0250101

文型 (NP1ガ)

述語素 O1

意味素性１ NP1: HUM

名詞句１ NP1: 私,俺

文例１ 俺は 何だか非常に うれしかった｡

文例２ 私は とても うれしい｡

コード 0250102

文型 (NP2ガ) NP1ガ

述語素 FO

意味素性１ NP2: HUM

名詞句１ NP2: 私,ぼく

意味素性２ NP1: PRC/STA/CON

名詞句２ NP1: 教室で遊べるの,小企業に目を向けていただけたこと,母に会えたこと,力を出し切れたこと,たくさんの

仲間と知り合えたこと/皆さんの親切,君の笑顔/あの人からの年賀状,結婚式の祝電

文例１ 私は 母に会えたことが うれしい｡

文例２ たくさんの仲間と知り合えたことが とても うれしい｡



文例３ 私は　あの人からの年賀状が　何よりも　うれしかった。


